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◆OATアグリオグループ

親会社名 OATアグリオ株式会社

事業内容 農薬、肥料・バイオスティミュラントの研究開発、製造および販売

本社所在地 東京都千代田区神田小川町1-3-1 NBF小川町ビルディング8F

設立年月日 2010年9月28日

資本金 4億6,190万円

決算期 12月

代表者 代表取締役社長 岡 尚

従業員数 629名

（女性従業員） 185名（29.4%）

（外国人数） 403名（64.1%）

（研究開発人員） 112名（17.8%）

研究開発費率 売上高の約10%
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LIDA Plant Research S. L.

クリザール社

Asahi Chemical Europe

OAT&IIL India Laboratories PT.OAT MITOKU AGRIO

潤禾（舟山）植物科技有限公司

インプランタイノベーションズ

旭化学工業㈱

OATアグリオ

◆OATアグリオ グループ各社



◆2021年度トピックス

２月 ◆新中期経営計画【2021ｰ2023年】発表

３月 ◆譲渡制限付株式報酬制度導入

８月 ◆自己株式取得に係る事項の決定を発表

８月 ◆2021年12月期通期連結業績上方修正発表

８月 ◆配当予想の修正発表

８月 ◆水稲除草剤「ベンゾフェナップ・ベンフレセート原体

及び含有製剤」の事業譲渡基本合意書締結を発表

10月 ◆東証新市場区分における「プライム市場」選択を発表

10月 ◆第11回農業資材EXPOにてOAT栽培トータルソリュー

ションサービス「アグリオいちごマスター」発表

10月 ◆水稲除草剤「ベンゾフェナップ・ベンフレセート原体

及び含有製剤」の事業譲渡契約締結を発表
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売上高

営業利益

実績 予想

◆東証二部上場
◆東証一部上場

◆EXIT

2011ｰ2018年 売上高年平均成長率 8.1%

2011ｰ2018年 営業利益年平均成長率 27.9%

売上高・営業利益推移予想（2010ｰ2023年）

◆除草剤原体買収②

◆除草剤原体買収①
◆旭化学買収

◆ｲﾝﾄﾞ研究所
◆ﾊﾟｷｽﾀﾝ法人設立

◆潤禾（中国）
◆OMA(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）
◆OAF 設立

◆ACE（ﾁｪｺ）
販売拠点化

◆OATｽﾃﾋﾞｱ設立

◆ｼﾞｪﾈﾘｯｸ協議会発足
◆ISO9001取得

◆日本ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ
協議会発足

◆LIDA社、CAPA社
◆クリザール社

◆GGAP取得
◆フルチアニルEU登録



2021年12月期第3四半期連結業績

科目

2020年
12月期

第3四半期
連結業績

2021年
12月期
1Q業績

2021年
12月期
2Q業績

2021年
12月期
3Q業績

2021年
12月期

第3四半期
連結業績

前年比

売上高 15,476 6,824 6,127 4,514 17,465 112.9%

販売管理費 5,852 2,212 2,094 1,980 6,286 107.4%

営業利益 1,486 974 857 238 2,069 139.2%

営業外損益 △153 77 △13 △53 11 -

経常利益 1,334 1,051 844 185 2,080 155.9%

特別損益 △23 △4 2 78 76 -

親会社株主に帰属する
当期純利益 767 745 575 98 1,418 184.9%

金額：百万円

◆2021年12月期第３四半期連結業績
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農薬登録を有する天然・食品添加物由来または有機JAS適合農薬など使用
回数に制限のない安心安全な環境にも優しい防除資材

 OATアグリオのグリーン農薬製品の定義

 グリーン農薬の求められる理由

天然・食品添加物由来の安心安全な防除資材のため

使用回数に制限がなく、安心して使用できる防除資材のため

薬剤抵抗性が病害虫に付きにくい防除資材のため

天敵にやさしくIPMに、適合する防除資材のため

◆業績好調要因 ①グリーン農薬
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◆OATアグリオのグリーン農薬製品ラインナップ

No. 製品名 有効成分 有機JAS適合　有無 使用回数

1 カリグリーン 炭酸水素カリウム 有機JAS適合 制限なし

2 トモノール マシン油95％ 有機JAS適合 制限なし

3 トモノールＳ マシン油97％ 有機JAS適合 制限なし

4 オレート液剤 オレイン酸ナトリウム 制限なし

5 アカリタッチ乳剤 プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル 制限なし

6 サフオイル乳剤 調合油 有機JAS適合 制限なし

7 スラゴ リン酸第二鉄 有機JAS適合 制限なし

8 スクミンベイト３ リン酸第二鉄 有機JAS適合 制限なし

9 トアローＣＴ水和剤 BT菌産出毒素 有機JAS適合 制限なし

10 トアローフロアブル BT菌産出毒素 有機JAS適合 制限なし

11 イオウフロアブル 硫黄 有機JAS適合 制限なし

12 ポテガード 塩基性塩化銅 制限なし

12種類のグリーン農薬製品群で展開
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食用作物での
普及拡大

OATグループ
直販体制

新規上市

既存販売国：31ヶ国

販売予定国：11ヶ国

◆海外展開 殺ダニ剤：ダニサラバ

OATグループ
直販体制

最大市場

◆業績好調要因 ②殺ダニ剤：ダニサラバ



シトラスのダニによる被害（ブラジル） アーモンドのダニによる被害（USA）

ダニサラバの特徴：ハダニに卓越した効果を示すが、天敵には影響がない

11

◆業績好調要因 ②殺ダニ剤：ダニサラバ



12

◆業績好調要因 ③OATアグリオのバイオスティミュラント製品

新製品を投入し、ラインナップをさらに拡充



13

ATONIK散布によるダイズの発育比較（ハンガリー）

除草剤によるストレスを軽減します。

◆業績好調要因 ③OATアグリオのバイオスティミュラント製品
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ATONIK登録国：31ヵ国（2014年）⇒51ヵ国（2021年）

 ATONIKの拡販

◆業績好調要因 ③OATアグリオのバイオスティミュラント製品



◆業績好調要因 ④施設園芸栽培分野に貢献できるOATアグリオ製品

 施設園芸用肥料

OKFシリーズ、養土耕肥料、タンクミックスシリーズ

 防除農薬

サフオイル・アカリタッチなどの“グリーン農薬”製品

 バイオスティミュラント製品

LIDA 3製品

 養液土耕栽培システム

設備・システム

15
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◆トピックス：OAT栽培トータルソリューション新サービス



施設園芸栽培分野でのワンストップ提案例 ：

OAT【栽培技術】 養液土耕システム【オプション機能込み】

各種 必要肥料/BS製品 各種 グリーン農薬製品

栽培技術＋養液土耕システム＋使用資材をトータルで供給継続して行くモデル
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◆トピックス：OAT栽培トータルソリューション新サービス



①液肥混入機
②環境センサー
③ゲートウェイ
④生育診断システム
⑤液肥タンク
⑥電磁弁
⑦減圧弁
⑧原水フィルター
⑨攪拌機

社内の圃場において、G-GAPを取得しつつ、イチゴさちのか品種で6t/10aを達成しました。
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◆トピックス：OAT栽培トータルソリューション新サービス



 生育診断システム OAT栽培研究センター設置 モニタ機

topカメラ

sideカメラ

電源ボックス
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◆トピックス：OAT栽培トータルソリューション新サービス



1,486 

2,069 

1,017 

△130 

△136 

△66 
△102 

2020年12月期

3Q営業利益

2021年12月期

3Q営業利益

◆2021年12月期第３四半期連結営業利益増減分析（対前年）

プラス要因 マイナス要因

売上総利益増 人件費増

研究開発費増

金額：百万円
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運賃費増
その他
販管費増
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2021年12月期通期連結業績予想

科目
2020年12月期
通期連結業績

2021年12月期
通期連結業績
期首予想

2021年12月期
連結業績予想

前年比 計画比

売上高 20,288 21,288 22,200 109.4% 104.3%

営業利益 1,512 1,594 1,790 118.3% 112.2%

経常利益 1,346 1,419 1,740 129.2% 122.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益 837 908 1,180 140.9% 129.8%

◆2021年12月期通期連結業績予想

金額：百万円
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◆新中期経営計画【2021-2023年】

売上高

営業利益

実績 予想
売上高増加率 ：116%（2023年／2020年）
営業利益増加率 ：162%（2023年／2020年）

金額：億円

持続的成長へ



新中期経営計画及び2021年通期業績予想（連結）

2020年実績
2021年計画
（新中計）

2021年実績
予想

2022年計画
（新中計）

2023年計画
（新中計）

売上高 20,288 21,288 22,200 22,086 23,444

営業利益 1,512 1,594 1,790 1,997 2,450

経常利益 1,346 1,419 1,740 1,781 2,256

親会社株主に帰属する
当期純利益

837 908 1,180 1,038 1,411

◆新中期経営計画及び2021年通期業績予想

金額：百万円
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◆海外市場への取組み エリア別比率

五大陸すべての地域で販売
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20.5％

23.9%

16,141 百万円
15,231 百万円

6,769 百万円
7,390 百万円

2019年

（実績）

2020年

（実績）

2021年

（予想）

2022年

（予想）

2023年

（予想）

自己資本比率 借入金 株主資本

◆自己資本比率予想
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◆企業理念と３つのアグリテクノロジー



地球温暖化
局所的な気候変動

農薬使用による
薬剤耐性の発生

砂漠化・塩害・水質汚染
世界の土壌の３割が劣化

新規開発を行っている
農薬メーカーは約千社
の中で日欧米の20数社

作物へのストレス
増大

国連が2015年を
国際土壌年とする

新規薬剤開発
防除技術

作物の免疫力の向上
ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ

必要最小限の水と肥料
施肥灌水技術

食糧増産が必須
エネルギーの
大量消費

自然破壊

◆アグリテクノロジーを極める
29
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出展：農林水産省『みどりの食料システム戦略』 2021年5月

◆みどりの食料システム戦略概要
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出展：農林水産省『みどりの食料システム戦略』 2021年5月

◆みどりの食料システム戦略概要
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◆農業現場では生産力向上と持続性の両立が鍵

 みどりの食料システム戦略概要（農林水産省発表）

持続可能な食料システムの構築に向け、「みどりの食料システム戦略」を
策定し、中長期的な観点から、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の
取組とカーボンニュートラル等の環境負荷軽減のイノベーションを推進

 2050年までに目指す姿

１．CO２ゼロエミッション化

２．化学農薬の使用量を50%低減

３．化学肥料の使用量を30%低減

４．有機農業の取組面積の割合を25%（100万ha）に拡大

出展：農林水産省『みどりの食料システム戦略』 2021年5月
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 戦略的な取り組み方法

１．CO２ゼロエミッション化
◆省エネ型施設園芸の導入 ◆間伐材の適切な森林管理
◆農林業機械・漁船の電化・水素化等 ◆高機能合成樹脂のバイオマス化を拡大

２．化学農薬の使用量を50%低減
◆総合的病害虫・雑草管理（IPM）の普及
◆ドローンやロボットを用いた防除・除草技術
◆バイオスティミュラントを活用した革新的作物保護技術の開発

３．化学肥料の使用量を30%低減
◆作物の生育タイミングに合わせた肥効調整型肥料の高度化
◆耕畜連携による環境負荷軽減技術の導入
◆土壌微生物機能の完全解明とフル活用による減農薬・肥料栽培の拡大

４．有機農業の取組面積の割合を25%（100万ha）に拡大
◆緑肥等の有機物施用による土づくり ◆水田の水管理による雑草の抑制
◆先端的な物理的手法や生物学的手法を駆使した病害防除技術
◆主要病害虫に対する抵抗性を有した品種の育成

出展：農林水産省『みどりの食料システム戦略』 2021年5月

◆農業現場では生産力向上と持続性の両立が鍵
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◆人や環境に優しい持続可能な農業に貢献

 サスティナビリティ経営

当社グループは、サスティナビリティ経営に注力します。
当社グループの企業活動そのものが、SDGsへの取組みであり、
更に事業の持続可能性向上を図るために、下記取組みを開始します。

 当社グループの今後の取組

◆TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）の対応（2022年3月）
・気候関連のリスクと機会が財務に及ぼす影響について精査、検証
・コーポレートガバナンス・コードへの反映

◆カーボンニュートラルへの対応（2021年11月）
・GHG（温室効果ガス）の排出量算定及び削減目標の設定（2022年3月）

◆サスティナビリティレポートの作成（2022年3月）
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◆OATアグリオグループ SDGsへの取組み
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【環境】
環境へのリスク低減を推進

【働き方】
あらゆる人々の活躍を促進

【事業活動】
アグリテクノロジーの普及

【貢献目標】

環境保全 資源効率の改善 飢餓撲滅

◆OATアグリオグループ SDGsへの取組み
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◆ESG経営/CSR：重要課題と実施項目

OATアグリオグループにおいて“環境保全”や“ダイバーシティー”など、

ESG経営に積極的に取組んでおります。



OATアグリオグループは、『企業理念』を実現するために、
『栽培』を通して世の中に広く『アグリテクノロジー』を、
普及させます。

生産者

栽培技術現場のニーズ
や農家の悩み

栽培技術の
フィードバック

◆OATアグリオの役割

38



◆新規ビジネスへの挑戦

 OATアグリオは新たなD2Cビジネスに挑戦します。

より簡単に楽しく栽培できるノウハウを、SNSを通して発信するとともに、
OATのECサイトにて栽培に必要な資材を販売致します。

ワンストップで必要な資材を揃えることができ、SNSやWebサイト上で
栽培のやり方をお伝えすることで、双方向のやり取りをしながら、新たな
ビジネスモデルに挑戦し、巣ごもり需要を開拓します。
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◆企業理念の実現

 OATアグリオは“栽培の楽しさ”を世界に発信します。

コロナ禍において、家庭での滞在時間が増えた消費者の皆さんに対して、
社員が自ら栽培に取り組むことで、家庭園芸や家庭菜園の楽しさを発信します。

家庭でも手軽に楽しく野菜や花が栽培できることや、育てる楽しさ、収穫の
楽しさ、食べる楽しさをお伝えしたいと考えます。

40



◆企業文化の構築と新規ビジネスへの挑戦

生産者
農業就業人口：168.1万人

平均：67歳

家庭園芸・家庭菜園
農園・市民農園：360万人

『企業理念』
アグリテクノロジーと真心

既存ビジネス 新規D2Cビジネス

増収
安定生産
品質改善

育てる楽しさ
収穫の楽しさ

『企業理念』+『企業文化』
アグリテクノロジーと真心

栽培の楽しさを発信
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 コロナ禍での巣ごもり需要の開拓

美味しい楽しさ
綺麗な楽しさ



◆OATアグリオの目指す姿

アグリテクノロジーを世界に普及させるために

社員自らも栽培に挑戦する会社
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◆企業理念と企業文化

『企業理念』
食糧増産技術(アグリテクノロジー)と真心で

世界の人々に貢献します。

『理念の実現』
栽培を通してアグリテクノロジーを普及させることで

人や環境に優しい持続可能な農業に貢献し
『環境保全』『資源効率の改善』『飢餓撲滅』を実現します。

『企業文化』
栽培の楽しさ・難しさを自ら体験

世界に発信する。
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１．OATアグリオグループ概要と

2021年12月期第３四半期業績

２．新中期経営計画【2021ｰ2023】と

自己資本比率の推移予想

３．サスティナビリティ経営への取組み

４．株主還元
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

（期初予想）

2021年

（修正予想）

配当性向20～30％を維持

◆株主還元

 基本的な考え方

株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置付けたうえ、
財務体質の強化と積極的な事業展開に必要な内部留保の充実を勘案し、配当性向
20～30％を目安に安定した配当を維持する。

45

単位：円／年



 本書には、当社及び当社グループに関する見通し、将来に関する計画などが
記載されております。これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象や
動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも正確
であるという保証はありません。様々な要因により、実際の業績が本書の記
載と著しく異なる可能性があります。

 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。

 本書は、いかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み又は買付
けの申込みの勧誘（以下「勧誘行為」という。）を構成するものでも、勧誘
行為を行うためのものでもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るも
のでもありません。

◆本資料の取扱いについて
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